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平野（初版） 

 

 私の経験から、みなさんにお伝えしたいことがあります。それは「何でも、とりあえず

経験してみよう。」ということです。これを学んだ経験をお話しします。 

 ひとつめは、今の夫からです。子育てについて質問されたことがあります。結婚して 5

年経ちますが、夫と付き合っていた頃から子どもはたくさん欲しいとごうごしていた私に、

夫からこんな質問がありました。「子ども（人）を育てるの、怖くないの？」。子どもと関

わることがほとんどなかった彼にとって、子育ては未知の世界だったからです。そんな彼

に私は「笑顔で楽しく子育てをする自信がある!! 根拠はないけど。」 

 2つ目は、夫が同僚から受けた質問をそのまま質問されました。それは「うまく子育てで

きるかわからない。」でした。それに対し「とりあえず産んでみたら？」と答えました。現

在、2人の子どもがいますが、産んで心からよかったと思います。もちろんイライラしたり、

自分を責めることもありますが、そんなの子どもがいる喜びと比較すると豆つぶみたいに

小さいことです。何ごともやる前から不安を理由に経験しないのはとても損していると思

います。やってみた先に失敗することはあるかもしれないけど、嬉しいことや新しい発見

もあり、自分の良い経験になると思います。 

 これが、私が「何でも、とりあえず経験してみよう。」と思った出来ごとの一部です。 








